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私たちの社会にはジェンダー不平等 を始め、あら

ゆる差別があ ります。それ らは日常にひそみ、生き

づらさは広が ります。私たちが当た り前 こ感 じてい

る物事の在 り方を疑い、社会的に作 られ押 し付けら

れる優劣を可視イヒさせる“ジェンダー的視座"を もつ

て、見えな くされている社会の格差を考える『ジエ

ンダー論講座』 を開催 します。

自己責任論に追い詰められ、分断が進む今 を少 し

でも変えるために、学びこ対話を深めましょう。

フェミニズムを軸 として、政治 。経済・文化 を日常

の問題から考える連続講座にぜひご参力Bく ださい。

場所 ウイングス京者F
I‐オン|ライン1配信|あり|

定員 I先 着順]会場25名

オンライン定員なし

お申込みはこちら

PeatiXの ベージにジャンプします



『ジfT■ とゎたしと』華5・今、見えなくされている社会の話を一
ジエンダーやフエミニズムを“わたしごこ"こ して捉え、学び、考えるための講義シリーズです。

第一線で活躍する専門家のレクチャーこ対話から理解を深めます。

各国 14:00～16:30(会 場 。オンライン)

m.■塾慮 虫壁
ジェソダー的視座を学ぶ

一今あ る、 その格差 を読 み解 く一

ジェンダー論は社会の当たり前を疑う「視座」

を与えてくれます。社会を性別で三分しようと

する思考的特性やそれを許容する社会的状況―

経済的 ,政治的 .文化的 物質的環境一や認識
論的傾向の限界を学び、社会課題をゼロベース

で検討することにより、根源的な問題の所在を

捉えます。日常にある現象をジェンダー的視座

を通じて考察し、個人の生きづらさの理由をそ

の人物に深るのではなく、人物が置かれた社会

的状況から探ります。見えづらく、でも確かに

日常にある格差について検討します。
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■鳥山純子 (と うやま・じゅんこ)

立命館大学国際関係学部教授。文化人類学、ジ

ェンダー論専攻。エジプトの大家族で暮らした

のち、中東地域に生きる人々の「幸せと痛み」

を日常生活の地平で研究する。イスラーム教と

フェミニズムの関わりを研究対象とする「イス

ラーム .ジェンダー学科研」で研究を進める。

近年では「女性」を対象とした事象に加え、モ

ロッコのマザコンにも研究対象を広げている。

著作に『「私らしさ」の民族誌一現代エジプト

の女性、格差、欲望』 (単著、2022年 、春風
社 )、 『 フィールド経験からの語り』 (編著、

2021年 、明石書店 )な ど。

颯 2.21 sAT

講 師

村上潔

葛藤を抱えつつ、つながりをつくる

一都市空間ι乙おけるフェきフ法 とDIYの 可能性一

マイノリティが自分を生きるための思想と連帯

は、静かに確かに紡がれてきました。そのツー

ルであるジンカルチャーは、時代や地域を越

え、自律性と多様性を保ち、絶えず親密的なつ

ながりを構築しています。しかし同時にジンを

共同で作り 読み ,共有する場や記録する空間
は、不均衡な都市再開発の影響を被る危機に晒

されています。そうした状況の中で、誰もが抱

える迷い 葛藤を受容しつつ、倉u造的な∃ミュ
ニティを形成していく、包摂的な実践の可能性

について学び合います。

講 師

田中東子 鶉 _ 3.28 sAT
ポストフェょニズムを探求する
一分断 どノジ リエンスの政治―

複雑に社会や文化を覆つているネオリベラリズ

ム (新 自由主義 )に より、あらゆる分断が進
み、
″
レジリエンス

″
としヽう概念さえポストフェ

ミニズム的な完璧主義の補完に利用される状況

と、これらが常識として定着していくプロセス

についてアンジェラ マクロビーの研究から考
察 します。今一度、

″
ポストフェミニズム

″
の持

つ意味の広がりと、インターセクショナルな視

点から抜け落ちて複合的に排除される女性たち

の現状を学び、真の平等とフェミニズムの問しヽ

かけについて考えます。

1甲 中東子 (たなか・とうこ)

東京大学大学院情報学環 教授。専門分野はメデ

ィア文化論、ジェンダー研究、カルチュラル・

スタディーズ。第二波以降のフェミニズムやポ

ピュラー フェミニズムの観点から、メディア
文化における女性たちの実践について調査と研

究を進めている。主な書作 .翻訳に『 メディア

文化とジェンダーの政治学―第二波フェミニズ

ムの視点から』 (単著、世界思想社、 2012

年 )、 アンジェラ マクロビー『フェミニズム
とレジリエンスの政治 ジェンダー、メディア、

そして福社の終焉』 (共訳、青土社、2022年 )
など。

1村上潔 (む らかみ・きよし)

立命館大学生存学研究所客員研究員。専門分野

は現代女性思想 ,運動史。1970年代以降のソ
ーシヤリストフエミニズム、アナーカフェミニ

ズム、エコフェミニズム、ならびにフェミニス

トジン、女性主体の反ジェントリフィケーショ

ン運動を主な研究対象とする。著書に『主婦と

労働のもつれ一一その争点と運動』 (単著、洛

北出版、2012年 )な ど。論文に「ジン カル
チャーの現在的展開とその意義―一フェミニス

ト・コミュニティ アクティヴィズムの視点か
らの展望」 (単著、『立命館言語文化研究』

33巻 3号、2022年 )など。

■      U25会 場参カロチケット (25歳以下)

|||      オンライン(リ アルタイム参力Olチケット

●       オンライン縁 画視鋤 チケット

5″700円

5,200円

5′500円

5′200円

館内保育あります

有料 要申込
(各 国2週 F8N前 締切)

詳細はチケッ ト
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講義+ワ ーク&交流

講義部分のみ (録画)

※3回の講座で学びが深まるようプ0グラムを組んでいます。単発の販売はございませんのでご了承ください。

※会場参加の方にも、録画動画 (講義部分のみ)をご提供いたします。

※R斌波以外のお申し込み。決済方法をご希望の方はお問い合わせください。
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